
                地域密着型金融の取組事例（平成 27年度） 

 

 

 

農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な農山漁村等地域育成への貢献 

 

タイトル 南相馬市農業経営アドバイザーによる農業経営改善支援 

ＪＡ名 農林中央金庫福島支店 （福島県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

南相馬市では、農業者の高齢化や後継者不足に加え、風評問題等に伴う営農意

欲の低下等により、新たな担い手の確保や担い手の経営強化が課題となっていま

す。 

これらの課題解決に向け、南相馬市は平成 27年度に「南相馬市農林水産業再興

プラン」を策定し、その実践として農業経営者等に対する農業経営改善支援のた

めに「南相馬市農業経営アドバイザー制度」を新設しました。 

２ 概要 農業経営者の経営能力の向上と人材育成を支援するため、南相馬市と連携協力

協定書を締結するとともに、「南相馬市農業経営アドバイザー」として農林中央金

庫福島支店職員１名を派遣し、経営内容を分析のうえ、経営改善にかかる指導・

助言を行っています。   

３ 成果 

（効果） 

本件は平成 28年度からの本格的な取組みとなります。営農指導等の面で地元Ｊ

Ａとも連携し、一人でも多く、経営感覚に優れた人材を育成し、南相馬市の農業

経営の発展の一助となるよう、取り組んでいます。 

４ 今後の

予定（課題） 

農林中央金庫福島支店では、南相馬市、強いては福島県の農業の再生に向け、

農業法人をはじめとした新たな担い手への支援を継続して参ります。  

 

 

 

南相馬市と連携協力協定書を締結 


